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群馬菱の実会だより 2007-12-3(月) 

馬電「ふれあいフェスティバル」に参加しました 

１１月１０日（土）、恒例の「馬電ふれあいフェスティバル」が実施されました。今回は２年に一度の大

イベントということで、 「だいまじんじんのすけの漫談と司会」「キャラクターショー」「大道芸」「福施

バザー」「模擬店」「製品展示販売」「大抽選会」などが、 

にぎやかに行われました。 

その中に混じって、菱の実会ＯＢバンド（ＰＧＰ：プラチナ 

グランパパ）が特別参加し、途中馬電の女性歌手（？） 

も加わり、約１時間にわたって全１４曲を熱演、フェスティ 

バルの盛り上げに一役買いました。 

当日はあいにく朝から冷たい雨となり、イベントの一部 

は体育館内となりましたが、ＯＢバンドの参加は、菱の実 

会の存在と、ＯＢの元気な姿を多くの皆さんにアピール 

出来たものと思います。 

参加した皆様、たいへんお疲れ様でした。 
 

  

【 ボランティア情報 】  ＲＣ航空ペ－ジェント清掃ボランティア  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 全国各地からマニアの集まる航空ＲＣページェントが、１１月３日好天の下実施され、会場となっ

た利根川河川敷は見物に訪れた方が落としたゴミが散乱。翌日（４日）清掃ボランティアが行われ

（約 100名参加）、 

「菱の実会」からは９名が 

参加、一汗流しました。 
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【 新入会員紹介 】 
    
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 久保田 舜 ０ 59 1 10 

準優勝 戸谷  尚 ２ 63 2 5 

３位 井上 征光 ０ 64 0 11 

４位 根岸  昇 ０ 65 0 12 

５位 島  保夫 ０ 67 1 4 

６位 小澤 永一 ３ 68 1 7 

７位 高橋 勝美 １ 68 1 6 

８位 田部井秀夫 ５ 69 0 5 

９位 茂木さと子 ０ 69 1 9 

１０位 斉藤 慶蔵 ２ 70 0 10 

秋季グラウンドゴルフ大会が去る１１月９日（月）利根

グラウンドゴルフ場で２７人の参加で行われました。 

今回は薄寒の中、赤城コース、榛名コース、妙義コー

スの２４ホールで熱戦がくりひろげられました。 

結果は１本のホールインワンを出し、実力を発揮した

久保田舜さんが優勝カップを手にしました。 

尚、次回の５０回冬季大会は、５０回を記念とした大会

として、平成２０年２月１８日（月）開催の予定ですので

皆様の参加をお願いします。 

第４９回(秋季)グラウンドゴルフ大会   久保田 舜 さん 優勝 

訃報 
東 邦弘 さん （太田市高林東町 享年８７歳）は、１１月９日ご逝去されました。 

         ご冥福をお祈りすると共に、謹んでお知らせいたします。 

金井正一 さん （平成１２年 3月退職）   太田市岩松町 

退職後しばらくの間、菱の実会へは未入会でしたが、今回の

勧誘を機に入会させて頂くことになりました金井です。 

馬電には菱電機器発足当初から２７年、ホーム機器に１２年、

本社に２年在勤しました。その間皆様には大変お世話になり

ありがとうございました。 

退職後はのんびり過ごしていましたが、現在は「ＮＰＯウイン

グおじま」に入会し、尾島学習センターの（土）(日）貸館管理

に従事しています。今後は皆さんと好きなゴルフが出来るの

を楽しみにしておりますので、よろしくお願いいたします。 
 

山口元一 さん （平成１７年 3月退職）   伊勢崎市今泉町 

この度、お誘いをいただきまして入会させていただくことになりました山口

元一です。私は昭和４１年９月に入社し、平成１７年３月に３９年間の三菱

電機の会社生活を終えることができました。これもひとえに諸先輩の皆様

のおかげと感謝しております。 

在職中は温水器が主で改善を担当しておりました。最後の 2年間は温水

器対策室で温水器の諸問題で札幌へ単身赴任、無事２年間の任務を終

えました。今はアルバイトをしながら、好きな魚釣りやゴルフを楽しんでおり

ます。菱の実会の皆様、これからも宜しくお願いいたします。  
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【 会員投稿 】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   読書の愉しみ（３）       鳥取市 高橋正晨 
    
■ 老年への変容(小説)     伊藤整『変容』 

この二､三年､やがて六十歳だと思うようになってから､色

ごとの適齢期は過ぎたのだ、と自分にいいきかせてい

る｡こちらから女を求めることはしないのだ。 

不思議なことだが､こちらから求める気持ちを抱かぬこと

にきめてから､女の方で接近して来ることが多<なった。

自分の欲望を支配できるような私の年齢の男が､女には 

頼もしく見えるのかも知れない｡動かぬ猫のところへ鼠

が不思議そうにうかがい寄るように､女たちは私のまわり

に近づ<｡どう？私はそんなに魅力のない女でしょう

か？と言うように｡また､おや､まだ見たところ元気ね｡ちょ

っと私と遊ぶ気にならない？ と言うように｡私の瞼はた

れ下がってきた｡頬と手の平には老人斑の走りが､薄い

赤いシミのように現れかけている｡だが､その赤いシミの

ためか､私の顔色には赤味があり､私は何かにつけて若

く見えると言われる｡老人だから､思ったより若い､と言わ

れるのである。が､肉体的にもひどく衰えたわけではな

い｡精神的には自分で困るほど好色になっている｡六十

をすぎた老人たちが､よくはしたない色話をしているの

を､私はみっともないと思って見ていた｡今の私にはそ

の衝動がよく分かる｡私はちょうど､その好色な老人とい 

う領域に入りかけたところのようである。老齢の好色と言

われているものこそ､残った命への抑圧の排除の願い

であり、また命への讃歌である｡無関係な人には醜悪に

見えるはずの､その老齢の好色が､神聖な生命の輝きを

もって私の前方にまたたき､私を呼んだのだ。 

■ 利根川のほとり（詩）   『萩原朔太郎詩集』 

きのふまた身を投げんと思ひて 

利根川のほとりをさまよひしが 

水の流れはやくして 

わがなげきせきとむるすべもなければ 

おめおめと生きながらへて 

今日もまた河原に来り石投げてあそびくらしつ。 

きのふけふ 

ある甲斐もなきわが身をばかくばかりいとしとおもふうれしさ 

たれかは殺すとするものぞ 

抱きしめて抱きしめてこそ泣<べかりけれ。 

■ 青春(詩)   ホイットマン詩集『草の葉』 

｢青春｣、大きくて､元気がよくて､愛に溢れて優美さと､力

強さと､魅力に横溢する青春よ君は知っているか､ひょっ

としたら｢老年｣というやつが君たちに劣らぬ優美さと力

強さと魅力をそなえて君のあとからやってくるのを。 

■ 一日再び晨なり難し(詩)  『陶淵明全集』 

盛年重ねて来らず、 

一日再び晨なり難し 

時に及んで当に勉励すべし、 

歳月は人を待たず。 

 

■ 歌（ことば）       『古今和歌集』 

力をも入れずして天地を動かし、目に見えぬ鬼神をもあ

われと思はせ､男女のなかをもやはらげ､猛き武士の心

をもなぐさむるは､歌なり。 

■ 歌（ことば）      南原繁『歌集形相』 

優れた歌人の歌―首がよ<一巻の哲学書や一編の小説

にも勝る深い感動を以て人に迫ることあるは､私のしばし

ば経験したところである。 

■ 英雄豪傑､名匠大家（ことば）   

         森鴎外『うたかたの記』 

英雄豪傑､名匠大家となるには、多少の狂気なくて愜は

ぬことはセネカが論をもシェイクスピアが言をも待たず。 

■ 人生の浪費（ことば） セネカ『人生の短さについて』 

われわれは短い時間をもっているのではな<､実はその

多くを浪費しているのである。人生は十分に長く､その全

体が有効に費されるならば､最も偉大なことをも完成でき

るほど豊富に与えられている。 

■ 女神ヴィーナスの庭園(詩)    

  シェイクスピア詩集『ヴィーナスとアドニース』 

｢かわいいお前｣と女神は言う。｢ほら､閉じ込めたわ､この

象牙の囲いの内側に。私は庭園になるから､お前はそこ

に棲む鹿におなり、好きなところで餌を探していいのよ､

上の丘でも下の谷間でも｡唇のところで草を食んだらい

い､上の丘が乾いていれば､もっと下のほうに降りて､快

い泉の所までさまよいなさい｡｣ 

｢この囲いの中にはおいしいものがたっぷりあるわ､谷底

に生える甘い草､気持ちのよい高原､丸<盛り上がった

丘､暗<茂るやぶ､そこは嵐からも雨からもお前を守ってく

れる､私はそのような庭園なのだから､私の愛しい鹿にな

って｡猟犬に追い立てさせたりしないわ､たとえ千匹もの

犬が吠えたとしても｡｣ 

■ 身のまわりのこと（ことば）   

   『島崎藤村随筆集』「身のまわりのこと」 

ずっと年をとってからの日のために､雪が降ったからお

茶でも飲みにお出下さいと言えるような､そういう老後の

友達を三、四人つくって置きたい､男でも女でもいいから

そういう友達を三、四人ほしい､それにはお婆さんに成っ

てしまってからでは遅い､今からそれを心掛けて置きた

い。 

       ＜ 了 ＞ 
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◇ お し ら せ ◇ 

  日時 場所 申込み、その他 

1 
１２月の 
 囲碁愛好会 

１２月１０日（月） 
９：３０～ 赤城倶楽部 ご自由にご参加ください 

２ １２月の麻雀会 
１２月１３日（木） 
１２月２０日（木） 
９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 
会費２０００円 

申込み１２/１０(月) １７日(月) 
下山國夫（0277-78-3204） 
荒井昭三（0276-52-0803） 

３ 
１２月 
グラウンドゴルフ 
      例会 

１２月１７日（月） 
９：３０～ 

（集合 ９：１５） 

利根ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 
ｺﾞﾙﾌ場 

（会費：無料）  

希望者は直接会場へ 

（雨天中止） 

４ ゴルフ愛好会例会 ２０年４月上旬予定 
萩原（56-3852）関根（31-8410） 

川口（56-2678） 

長谷川（0270-74-2056） 

５ 
１月の 

パソコンサークル 

１月７日（月） 

１３：３０～１５：３０ 
労組事務室 ご自由にご参加ください 

６ 
１月の 

カラオケ月例会 

１月７日（月） 

１７：３０～２０：３０ 

カラオケ本舗 
「まねきねこ」 

0276-52-3450 

申込み：１２月２８日（金）まで 
佐藤辰利（0276-52-4688） 
大橋  浩（0276-52-3866） 

７ 編集委員会 
１２月１７日（月） 
１３：３０～ 

組合会議室 
都合の悪い場合は、事務局ま

で忘れずにご連絡をお願いい

たします ８ 幹事会 
１月７日（月） 
１６：００～ 

９ 
【ボランティア】 
独居老人宅枝下ろし 

 

１２月１日（土） 

８：３０～ 

（事務局で対応済） 

旧尾島町内の 

独居老人宅 20 戸 
事務局まで 

ｔｅｌ、ｆａｘ、ﾒｰﾙ等で 

 

編集後記  
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秋の旅行の帰り道のことです。国道１２１号線で、福島県の県境から少し、栃木県側に

入った所に、漬物や山菜・野菜を主体にしたみやげ物屋があり、そこに立ち寄った。 

バスの運転手の前案内は有ったものの、なめこ汁の無料提供、テーブルに山と積まれた、

漬物や山菜の煮付けなどがあり。店主曰く、昼時は、ご飯だけ持参で立ち寄って下さい。

とＰＲしていた。そんな、場面に遭遇したことの無い私にとっては、特に新鮮に感じ、

ついつい漬物を買ってしまいました。 

みやげを見た、女房殿曰く、この大根の薄漬けや、赤カブの漬物は、確かに美味しいけ

ど、同んなじ物は、スーパーで○○円よ！。ですって。                

上村 記  

 

 

 


